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7
月
21
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
第
2
陣
第
18
回
期
日

が
東
京
地
裁
1
0
3
号
法
廷
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
塗
装

工
の
佐
藤
英
夫
さ
ん
（
江
戸
川
）

が
不
自
由
な
体
な
が
ら
も
車
イ
ス

に
乗
り
入
廷
し
、
一
人
親
方
の
労

働
者
性
な
ど
に
つ
い
て
証
言
し
ま

し
た
。

東
京
地
裁
前
で
は
、
猛
暑
の
中

で
支
援
集
会
を
行
な
い
、
主
催
者

あ
い
さ
つ
を
し
た
野
本
事
務
局
次

長
は
「
被
告
企
業
で
は
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
に
続
き
、
8
月
4
日
に
ク

リ
オ
ン
が
交
渉
に
応
じ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
た
た
か
い
の
成
果
だ
。

唯
一
話
し
合
い
に
応
じ
な
い
エ
ー

ア
ン
ド
エ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
は
抗
議

行
動
を
強
め
突
破
し
て
い
き
た

い
。
裁
判
の
方
で
は
、
こ
の
秋
に

大
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
。
10
月
27
日

に
は
東
京
高
裁（
神
奈
川
ル
ー
ト
）

で
全
国
初
の
高
裁
判
決
が
出
る
。

国
に
勝
つ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業

に
も
勝
っ
て
い
き
た
い
。
勝
利
判

決
を
テ
コ
に
最
高
裁
ま
で
持
ち
込

ま
せ
ず
、
補
償
基
金
を
作
ら
せ
る

た
め
に
運
動
を
強
め
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

参
加
者
は
地
裁
に
向
か
っ
て
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
て
、

集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

国
会
で
継
続
審
議
中
の
残
業
代
ゼ
ロ
制

度
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
）
導

入
と
企
画
型
裁
量
労
働
制

拡
大
を
含
む
労
働
基
準
法

改
正
案
に
つ
い
て
、
連
合

が
法
制
化
を
前
提
に
政
府

へ
修
正
を
要
請
し
た
こ
と

に
批
判
が
集
中
し
ま
し

た
。
傘
下
の
労
働
組
合
か

ら
も
批
判
が
相
次
ぎ
、
今

回
の
修
正
を
見
送
る
方
針

へ
転
換
す
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

残
業
代
ゼ
ロ
制
度
の
適
用
は
年
収
要
件

を
1
0
7
5
万
円
以
上
と
し
て
い
ま
す

が
、
経
団
連
が
唱
え
る
よ
う
に
成
立
後
は

8
0
0
万
円
、
さ
ら
に
4
0
0
万
円
と
引

き
下
げ
ら
れ
、
多
く
の
労
働
者
が
対
象
と

な
っ
て
い
く
こ
と
は
必
至
で
す
。

連
合
が
方
針
化
し
よ
う
と
し
た
年
間
1

0
4
日
の
休
日
確
保
の
義
務
付
け
な
ど
の

修
正
で
は
、
単
純
に
週
休
2
日
と
し
た
場

合
の
休
日
数
で
あ
り
、
年
休
20
日
や
祝
祭

日
16
日
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
毎

日
4
時
間
残
業
さ
せ
、
年
間
3
千
時
間
以

上
働
か
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

脳
・
心
臓
疾
患
で
の
労
災
認
定
は
約
半

数
が
1
0
0
時
間
未
満
で
す
。
精
神
疾
患

で
は
6
割
が
1
0
0
時
間
未
満
で
す
。
実

行
計
画
の
月
1
0
0
時
間
未
満
の
上
限
で

は
過
労
死
防
止
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
裁
量

労
働
制
も
使
用
者
の
判
断
で
適
用
対
象
を

広
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

「
過
労
死
促
進
法
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
こ

の
法
案
の
成
立
に
手
を
貸
す
こ
と
は
労
働

組
合
に
と
っ
て
は
自
殺
行
為
で
す
。

連
合
の
方
針
転
換
を
受
け
て
も
菅
義
偉

官
房
長
官
は
「
労
働
者
団
体
代
表
の
意
見

を
重
く
受
け
止
め
て
、
責
任
を
も
っ
て
検

討
し
て
い
く
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
」

と
述
べ
る
な
ど
、
連
合
が
求
め
た
法
案
修

正
を
検
討
し
て
い
く
構
え
で
す
。

残
業
代
ゼ
ロ
制
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
も

連
合
、
全
労
連
、
全
労
協
な
ど
が
共
闘
し

て
反
対
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
労
働

組
合
と
し
て
、
残
業
代
ゼ
ロ
で
働
か
せ
放

題
・
過
労
死
し
て
も
自
己
責
任
と
な
る
こ

の
制
度
に
強
く
反
対
し
て
い
き
ま
す
。

タスキをかけた原告を中心に東京地裁
に向けてコール

7
月
19
日
、
月
例
の
総
が
か
り

行
動
で
国
会
議
員
会
館
前
に
3
5

0
0
人
（
東
京
土
建
は
75
人
）
の

市
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
の

日
報
を
防
衛
省
・
自
衛
隊
が
隠
ぺ

い
し
た
こ
と
を
稲
田
防
衛
相
が
容

認
し
て
い
た
と
の
報
道
な
ど
も
あ

り
、
安
倍
内
閣
支
持
率
が
続
落
す

る
情
勢
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
で
憲
法
共
同
セ
ン

タ
ー
の
加
藤
健
次
さ
ん
は
「
都
議

選
で
の
自
民
党
の
歴
史
的
大
敗
、

内
閣
支
持
率
低
下
と
国
会
で
の
与

党
多
数
は
民
意
と
か
け
離
れ
た
も

の
だ
。
戦
争
法
成
立
時
の
よ
う
に

経
済
再
生
と
い
う
嘘
に
ご
ま
か
さ

れ
ず
、
臨
時
国
会
開
会
、
安
倍
政

権
の
退
陣
を
求
め
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
民
進
、
共
産
、
沖
縄
の

風
、
社
民
の
参
議
院
議
員
が
連
帯

の
ス
ピ
ー
チ
を
行
な
い
ま
し
た
。

日
の
丸
と
「
が
ん
ば
れ
安
倍
首

相
」
と
染
め
抜
か
れ
た
旗
を
掲
げ

た
集
団
が
、
官
邸
前
か
ら
議
員
会

館
前
に
移
動
し
て
総
が
か
り
行
動

の
参
加
者
を
威
嚇
す
る
よ
う
な
行

動
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
毅
然

と
し
て
集
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

シュプレヒコールする
集会参加者

【
品
川
・
冷
暖
房
・
小
林
紀
久
夫

記
】
八
丈
島
分
会
で
は
集
団
健
康

診
断
が
7
月
6
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
7
月
に
入
っ
て
5
日
連
続

で
飛
行
機
が
全
便
欠
航
し
、
当
日

の
朝
に
、
八
丈
島
へ
向
か
う
強
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

八
丈
島
空
港
到
着
後
、
そ
の
ま

ま
健
診
会
場
へ
向
か
い
準
備
を
始

め
、
開
始
時
刻
が
予
定
よ
り
1
時

間
ほ
ど
遅
れ
た
も
の
の
、
前
日
に

欠
航
が
決
定
し
た
時
点
で
、
受
診

予
定
の
事
業
所
・
個
人
に
対
し
て

連
絡
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

混
乱
な
く
健
診
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
診
し
た
組
合
員
・
家
族
か
ら

は
、「
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
で
良
か
っ

た
」「
こ
ん
な
に
早
く
終
わ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」「
来
年
も
、
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
」
等
の
声
が
聞
か

れ
、
早
く
も
来
年
度
の
日
程
調
整

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
1
1
8
人
が
受
診
し
、
こ

れ
ま
で
も
、
常
に
品
川
支
部
の
中

で
特
定
健
診
受
診
率
1
位
、
2
位

を
争
っ
て
い
る
八
丈
島
分
会
で
す

が
、
こ
の
集
団
健
康
診
断
を
き
っ

か
け
に
、
さ
ら
な
る
受
診
率
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

笹を採取する江戸川の仲間

【
江
戸
川

・
書
記
・
中

村
安
彦
通
信

員
】
江
戸
川

支
部
で
は
、

毎
年
、
区
内

保
育
施
設

に
、
七
夕
笹

配
布
・
贈
呈

を
し
て
い
ま

す
。
今
年
は

1
2
6
カ
所

に
届
け
ま
し

た
。
こ
の
取

り
組
み
に

は
、
江
戸
川
区
保
育
課
の
協
力
も

得
て
い
ま
す
。
笹
を
配
布
す
る
保

育
所
を
江
戸
川
区
子
ど
も
家
庭
部

保
育
課
が
集
計
し
、
そ
れ
を
受
け

て
私
た
ち
が
笹
の
採
取
と
配
布
を

行
な
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
笹
の
採
取
で
す
。
7
月

2
日
午
前
7
時
に
30
人
が
集
ま

り
、
市
原
市
高
田
の
竹
林
に
採
り

に
行
き
ま
し
た
。
竹
の
提
供
は
、

千
葉
土
建
組
合
員
の
本
田
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
地
に
9
時
に
着
い
て
皆
で
役
割

分
担
し
て
笹
採
取
で
す
。
皆
汗
だ

く
に
な
り
な
が
ら
1
5
0
本
も
の

笹
を
採
っ
て
き
ま
し
た
。

翌
日
3
日
の
笹
の
配
布
に
は
15

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
に
、

大
杉
保
育
園
で
笹
の
贈
呈
式
と
配

布
隊
出
発
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
「
笹
の
葉
サ
ラ
サ
ラ
♪
」
な

ど
の
歌
を
歌
っ
て
歓
迎
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
式
の
終
了
後
は
、
5

隊
に
分
か
れ
、
1
2
6
カ
所
の
保

育
施
設
を
訪
問
し
配
り
ま
し
た
。

ど
こ
の
保
育
施
設
で
も
、
笹
が
届

く
の
を
待
ち
わ
び
て
い
た
子
ど
も

た
ち
が
大
歓
迎
で
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
目
に
す
る
と
、

疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

八丈島分会の健康診断会場

全
国
建
設

労
働
組
合
総

連
合
（
以
下

全
建
総
連
）

東
京
都
連
合

会
は
7
月
21

日
、
荒
川
区

の
ホ
テ
ル
ラ

ン
グ
ウ
ッ
ド

で
第
57
回
定

期
大
会
を
開

催
し
ま
し

た
。
出
席
者

総
数
は
2
1

7
人
（
東
京

土
建
1
2
3
人
）
で
し
た
。

全
建
総
連
の
勝
野
書
記
長
が
中

央
情
勢
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
来
賓
で
都
議
が
多
数
出
席
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
公
明
、
民
進
、

共
産
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
の
代
表
か

ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

討
議
の
中
で
は
と
く
に
仕
事
対

策
と
労
働
対
策
の
提
案
に
対
し
て

活
発
に
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
で
退
任
す
る
伊
東
委
員
長

を
は
じ
め
8
人
の
仲
間
を
表
彰
。

東
京
土
建
か
ら
は
人
見
大
前
委
員

長
と
朝
倉
法
明
前
副
委
員
長
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
菅
原
良
和
（
建
設
ユ
ニ

オ
ン
）
。
副
委
員
長
・
福
田
友
郎

（
東
京
建
設
）
、
木
賀
聖
司
（
東

建
従
）、窪
田
直
彦（
東
京
土
建
）。

書
記
長
・
宮
本
英
典（
東
建
産
）。

書
記
次
長
・
堀
井
晶
（
東
京
建

設
）、
長
谷
部
康
幸（
東
建
従
）。

アスベストアスベスト

大
山
場
に
向
け
全
力

大
山
場
に
向
け
全
力

保育所へ笹贈呈
園児たちが歌で歓迎

被
告
ク
リ
オ
ン
交
渉
に
応
じ
る

安
倍
内
閣
は
退
陣
を

江
戸
川

総
が
か
り
行
動
に
３
５
０
０
人

八
丈
島
で
健
康
診
断

品川

特
定
健
診
の
受
診
率
も
高
く

新委員長に菅原さん
都連大会に新都議も挨拶

許
す
な
残
業
代
ゼ
ロ
制
度


